
 

 

平 成 ２６年 ３月 ２０日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 特別支援教育課 氏名 森吉 秀子 

派 遣 先  

団 体 名  

 

児童デイサービス事業所「キッズスペースゆうあい」 

 

 

①  研修の日時 

平成２５年７月２２日（月）、２４日（水）、２５日（木）、２９日（月） 

８月１日（木）、５日（金）、７日（水）、８日（木）、１９日（月）、２２日（木） 

・・・８：１５～１４：００ 

 

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

８：１５～ ８：３０  出勤、お茶入れ、ホワイトボードに職員と児童の顔写真を貼る 

８：３０～ ９：３０  出迎え、遊び 

９：３０～ ９：４５  朝の会、ラジオ体操 

１０：００～１０：３０  学習の時間 

１０：３０～１２：００  遊び、散歩、トイレ付添い等 

１２：００～１３：００  お弁当 

１３：００～１４：００  遊び、スタッフの入替・引継等 

 

「キッズスペースゆうあい」は、障がいのある子どもさんが放課後や学校の長期休業中に過

ごす場所です。夏休みなど学校の長期休業中は、朝から１４時までが「日中一時支援」、１４

時から１８時までが「児童デイサービス」の利用ができます。様々な学校に通う子どもさんが利

用されています。 

 私は、夏休み期間中の１０日間お世話になりました。 

毎日違う子どもさんが利用されているので、子どもさんの人数はその日によって違います。私

が研修で行った日は、子どもさんの人数は８人から１３人で、指導員さんは、７人から９人でし

た。指導員さん１人に対して子どもさん１人か２人で、その日担当する子どもさんが決まってい

ました。朝から１４：００までと１４：００以降とで指導員さんが入れ替わります。担当する指導員さ

んや子どもさんがひと目でわかるようにホワイトボードに顔

写真＋名前が貼ってありました。 

  

 １４時までは、概ね室内で過ごすことが多かったですが、

隣の公民館や近くの神社まで散歩に出かけることもありま

した。 

 

 



 

 

③  研 修 の 感 想  

（研 修 の 全 般 的 な感 想 、各 団 体 での 活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後

に おける意 識 の 変 化 ）等 に ついて記 入 してくだ

さい。）  

 

■１日 目 （７月 ２２日 (月 )）  

 ゆうあいに 来 ている子 どもさんたちは、就 学 前 から

中 学 部 ま で年 齢 が 幅 広 く、目 を離 せないお 子 さん

ばかりなの で、１対 １で対 応 されていま した。 

ま だ 、１日 目 なの で、担 当 する子 どもさんはいま せんでしたが 、指 導 員 さんが 他 の 用 事

をされる間 など、１対 １で対 応 を任 されま した。 

 学 習 の 時 間 では、夏 休 みの 宿 題 の 漢 字 プリントの 見 守 りをしま した。 

 聴 覚 障 が いの ある子 どもさんはもちろんですが 、知 的 障 が いの 子 どもさんとの コミュニケ

ーションの 取 り方 が 難 しかったです。歌 を歌 う 子 どもさんとは、一 緒 に 歌 ったりできてよかっ

たです。ボールやトランポリンで遊 びま した。 

■２日 目 （７月 ２４日 (水 )）  

 毎 日 同 じ子 どもさん が 来 るわけではなく、曜 日 に よって利 用 する子 どもさんが 決 ま ってい

るようです。就 学 前 の ダウン症 の 子 どもさんと遊 びま した。よくおしゃべりもするし、自 分 の

意 思 をはっきりと表 す し、コミュニケーションがとれるの で、ほっとしました。指 導 員 さんは 、

ひらが なの 知 育 玩 具 で遊 びなが ら学 習 させよ うとしておられま した。ひらが なはま だ 読 めな

いようでしたが 、言 葉 はよくわかっていま した。絵 本 を自 分 の 想 像 の 世 界 で、私 に 読 み聞

かせをしてくれま した。 

■３日 目 （７月 ２５日 (木 )）  

 肢 体 不 自 由 の 子 ども さんとトランポリンで遊 びま した。激 しく揺 れるの を喜 んでいて、手

足 をばたつかせたり、笑 ったり、声 を出 して 喜 んでいま した。トランポリンでの 注 意 事 項 （食

後 すぐは、食 事 が 逆 流 するからダメとか、頭 を トランポリンの 中 央 に 置 くの はダメ。）を指 導

員 さんに 教 わりま した。 

 その 後 、聴 覚 障 が いの 子 どもさん２人 と過 ごしま した。幼 稚 部 の 子 どもさんが 、宿 題 をし

ているときに 、名 前 欄 に 自 分 の 名 前 ＋♡ゆうあいと書 いていて、かわいらしかったです。絵

本 を見 ていたの ですが、読 んであげることや手 話 もできないので、歯 が ゆい思 いもしま した

が 、絵 をみなが ら身 振 り手 振 りで楽 しい時 間 を過 ごすことが できてよかったです。 

■４日 目 （７月 ２９日 (月 )）  

 だ いぶ子 どもさんや指 導 員 の 方 が わかるように なってきま した。 

 私 の 名 前 を覚 えてもらうために 、名 札 を作 ってホワイトボードに 貼 らせていただ きま した。 

 養 護 学 校 小 学 部 の 女 の 子 ２人 と過 ごしま した。初 めて、隣 の 公 民 館 へ散 歩 に も行 きま

した。図 書 室 が あり、「 もこもこもこ」という絵 本 を読 んであげたら、とても気 に

入 ってくれて、ゆうあいに 帰 ってからも覚 えてくれたみたいで、「もこもこもこ」「

に ょ きに ょき」と言 ってくれていて、うれしかったです。公 民 館 の 外 に は、簡 単

な遊 具 が ありま したが 、あま り興 味 が ない様 子 でした。帰 ってからは 、 トイレの 付 添 いもしま

した。 

 指 導 員 さんとも雑 談 をする余 裕 もでき、ゆうあいでの 生 活 も慣 れてきま した。 

 



 

 

■５日 目 （８月 １日 (木 )）  

 ２日 目 に 一 緒 に 過 ごした子 どもさんと過 ごし ま した。絵 本 が 好 きで、「読 んで～」とおね

だ りをしてきたり、反 対 に 絵 本 を読 んでくれたりしま した。「いやだ いやだ 」の 絵 本 は気 に 入

ってくれて、何 度 も繰 り 返 し読 んであげま した。トランポリンも大 好 きで、順 番 待 ちを しなが

ら、何 度 も遊 びま した。 トランポリンは人 気 が ありま すが 、順 番 待 ちな どルールを守 らなけ

ればならず、トラブルが 起 きることもありま した。トラブルが あったときには、指 導 員 さんに 伝

えま した。 

 午 後 からは 、バスで出 雲 大 社 への お出 かけが ありま した。お留 守 番 の 子 どもさんが おら

れたの で、約 １時 間 過 ごしま した。１日 の ほとんどをバギーで過 ごす子 どもさんでした。隣

の 公 民 館 ま で散 歩 に出 かけま したが 、ゆうあいキッズスペースは、２階 に あるの で、階 段 の

昇 り降 りが 体 力 的 に も少 しきつかったです。公 民 館 では、ブランコ に も一 緒 にの って遊 び

ま した。手 遊 び「グーチョキパーで何 作 ろう？」で、一 緒 に 手 を合 わせてくれて、楽 しそうに

してくれていたので安 心 しま した。 

■6日 目 （８月 ５日 (月 )）  

 体 を支 える必 要 が ある子 どもさんと過 ごしま した。トランポリンが 大 好 きで、トランポリンが

終 わってバギーに 乗 せようとすると体 を突 っ張 らせて、「もっとトランポ リンしたいよ～」と体

で訴 えかけてくるように 感 じま した。お水 を飲 んだ り、トイレ（おむつ）を手 伝 ったりしま した。

絵 本 を読 んであげようとしま したが 、上 手 に 読 んであげられなかったの か、興 味 をしめして

くれなかったので、力 不 足 を感 じま した。そ の 後 子 ども7人 と一 緒 に 、近 所 の 子 守 稲 荷 神

社 へ出 かけ、滑 り台 な どで遊 びま した。体 を支 えてすべり台 を滑 っ ていると、指 導 員 さん

に 、「いい顔 してたよ～」「楽 しそう～」と言 われ、体 力 的 に きつかったですが 、ゆうあいに 来

ている子 どもさんの 中 では、重 度 の 子 どもさんとも関 わりあえてよかったです。 

 お弁 当 は、ミキサーに かけてペースト状 に したもの を指 導 員 さんが 食 べさせてくだ さいま

した。 

■７日 目 （８月 ７日 (水 )）   

 補 聴 器 をつけ ている小 学 生 と過 ごしま した。補 聴 器 な しでも耳 元 で話 せば聞 こえている

そうで、トランポリンをするときは、カチューシャ型 の 補 聴 器 をはずして いま した。トランポリン

で１回 転 を披 露 してく れたり、いろいろとお話 しをしてくれたりしま した。ｉｐ ａｄ でゲームをし

ているときに 、出 てくる文 章 （ひらが な）を読 ん でくれたりもしま した。ダンボール箱 を積 み上

げては上 り 、そこから崩 れ落 ちるという遊 びをしま した。他 の 学 校 の 子 とも仲 良 く遊 んでい

ま した。 

■８日 目 （８月 ８日 (木 )）  

 子 守 稲 荷 神 社 への お散 歩 に 行 きま した。行 き帰 りとも、「おんぶして～」と言 って自 分 で

歩 こうとしない子 どもさ んと一 緒 に いたの で、おんぶをしてあげていいの か、歩 いたほうが い

いの かわからなくて戸 惑 うこともありま した。後 から、ダウン症 の 子 ども さんは、体 力 的 に 大

変 疲 れやすいということが わかり、すごくが んばって歩 いてくれていたの だ と感 じま した。神

社 では、ブランコで遊 びま した。 

前 回 同 様 、絵 本 や紙 芝 居 を読 んでくれま した。「いやだ いやだ 」の絵 本 を気 に 入 って

くれていたからなの か、「いや～だ 」を連 発 していてかわいかったです。 

■９日 目 （８月 １９日 (月 )）  

ゆうあいに 新 しいおもちゃ（リモコンで動 くショベルカー）が あり、取 り合 いの けんかに なる

子 、じーっと待 つ子 、 それぞれでしたが 、どの子 も新 しくておもしろそうなおもちゃに はすご



 

 

く関 心 が あるようでした。碁 石 の 石 をすくったりすることも考 えついたようで、指 導 員 さん方

が 関 心 しておられま した。 

養 護 学 校 の 子 どもさんとおりが みをしま した。ハートの 作 り方 を教 えてくれたの で、私 は

やっこさんの 作 り方 を 教 えてあげ、「顔 を書 いてみて」とペンを渡 すと、目 と口 と首 の 血 管

などを書 いて、発 想 が おもしろいなと思 いま した。 

 別 の 子 どもさんとは、 バギーの まま 室 内 をお散 歩 したり、お弁 当 の 前 に トイレに 行 って、

オムツ替 えをしま した。お弁 当 は、決 ま った指 導 員 さんでないと食 べないそうで、お願 いし

ま した。お弁 当 の 後 は、バギーに 乗 ったま まお昼 寝 をしていま した。 

■１０日 目 （８月 ２２日 (木 )）  

 研 修 最 終 日 。私 が 、 この １０日 間 の 研 修 中 、３回 担 当 した子 どもさ んに 、朝 会 ったとた

ん名 前 を呼 んでくれて驚 きま した。名 前 を覚 えていてくれたことに 感 激 しま した。 

 おりが みや絵 本 など をした後 、近 所 の 神 社 ま で散 歩 しま した。ダウン症 の 子 どもさんは、

疲 れやすいの で、指 導 員 さんが おんぶして連 れて行 かれま した。犬 が 苦 手 で、犬 を飼 っ

ているおうちに 近 づくと固 ま ってしま う子 どもさんもいま した。途 中 、小 さい水 路 が あり、そこ

で小 さなカメや魚 を 見 つけて「ちっちゃいね～」「かわいいね～」などといいなが ら神 社 に 行

きま した。神 社 では、ブランコや滑 り台 をして 遊 びま した。気 温 が 高 い日 だ ったの で、帰 っ

てから着 替 えている子 どもさんもいま した。 

 最 終 日 ということもあり、ゆうあいの 指 導 員 さ んや子 どもさんが 全 員 集 ま ってくだ さって、

お礼 の 言 葉 をいただきま した。 

 お役 に 立 てたの かはわかりま せんが 、障 が いの 程 度 が 違 う子 どもさんを一 緒 に 行 動 させ

る難 しさやちょ っと目 を離 したときに 危 険 が ないように する配 慮 、障 が いが あることで何 が

できて何 が できないのかなどを勉 強 すること が できま した。 

 職 場 での 業 務 を行 う 上 でも、障 が いのある子 どもさんと直 接 関 わることが できたおかげで

、子 どもさんを思 い浮 かべなが ら、考 えたり話 したりすることが できるように なり、とてもいい

経 験 に なりま した。 

 

 

 

④その 他 特 記 事 項   

（※今 後 の 研 修 実 施 に 当 たっての 改 善 点 、留 意 しておくべきことな どが あれば記 入 してく

だ さい。）  


